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　市内には、現在12の公民館があり、それ
ぞれ、地域の特色を生かしたさまざまな公民
館事業を行っています。
　今回は、12の公民館を３回シリーズで紹
介します !!

※開催する行事については、毎月1日に発行
する「公民館だより」でお知らせします。
詳しくは、各地区の公民館へお問い合わせ
ください

深谷公民館（深谷生涯学習センター）

☎ 571－ 0506
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藤沢公民館（藤沢生涯学習センター）

☎ 571－ 0345 

・３ on 3 コート（2面）
・ふれあいモール（1F）
（開放的なエントランス、快適な
ロビーです）

・語らいモール（2F）
（ちょっとした休憩に最適！）
・ユニバーサルデザイン＆エコ施設
（太陽光発電や氷蓄熱式空調シス
テムを取り入れています。トイ
レも必見 !?）

― 施設内容 ―― 施設内容 ―
会議室、児童室、ＩＴルーム、美術
工芸室、多目的ホール（コーラス、
楽器演奏、ダンスなど）、体育室（バ
レー、バスケット、バドミントン、
卓球、フットサルなど）、和室、調理
実習室、陶芸室

― 施設内容 ―― 施設内容 ―
会議室、図書室、児童室、美術工芸室、
多目的室（コーラス、楽器演奏、ダ
ンスなど）、体育室（バレー、バスケッ
ト、バドミントン、卓球など）、和室、
調理室、陶芸室、多目的広場

― 施設内容 ―― 施設内容 ―
会議室、音楽室（コーラス、楽器演
奏など）、図書室、児童室、工芸実習室、
多目的ホール、体育室（バレー、バ
スケット、バドミントン、卓球など）、
和室、調理実習室、テニスコート

幡羅公民館（幡羅生涯学習センター）

☎ 575－ 1411

・テニスコート（2面）
・会議室
（ほかの公民館より会議室が多い
です。特別会議室では、重役気
分を満喫できます！）

・ちょっとレトロなカラオケルーム
（レーザーカラオケ設置！）
・桜＆遊水池の芝生のハーモニー
（桜の季節は必見です。桜を見渡
せる遊水池で遊ぼう！）

・白いドームのある建物
・「フォーラム」と名付けられた中庭
（自然通風の下、ベンチでのんび
りとくつろげる空間です）

・南側の憩いの広場
（芝生・子ども用のクライミング
ウォール・遊具あり。子どもた
ちが楽しく遊べる広場になって
います）

・パソコン専用の「 IT ルーム 」
（公民館主催の各種パソコン講習
会やパソコンサークルのかたに
利用されています）

・市内でも珍しい「フットサル」
ができる体育室

昭
和
に
入
る
と
、
こ
の
地
に
農
業

用
水
の
取
水
用
の
堰
と
し
て
六ろ
く

堰せ
き

頭と
う

首し
ゅ

工こ
う

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
六
堰
の

名
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
か
ら
あ
る

奈な

良ら

・
玉た
ま

井い

・
大お
お
あ
そ
う

麻
生
・
成な
り

田た

・
御み

正し
ょ
う・
吉よ
し

見み

の
各
用
水
の
取
水
を
一

個
所
で
行
う
と
こ
ろ
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
５
年
か
ら
14
年

に
か
け
て
工
事
が
行
わ
れ
、
全
長
約

１
８
０
ｍ
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ト
付

堰
堤
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
頭
首

工
は
そ
の
後
平
成
15
年
に
新
し
い
頭

首
工
が
完
成
す
る
ま
で
約
65
年
に
わ

た
り
活
躍
し
ま
し
た
。
今
も
管
理
事

務
所
脇
に
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ト
と

巻
上
機
の
動
力
と
な
っ
た
エ
ン
ジ
ン

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川

こ
れ
は
秩
父
山
地
な
ど
に
降
っ

た
雨
が
荒
川
左
岸
の
河
岸
崖
よ
り
湧

き
出
て
い
る
も
の
で
す
。
当
地
の
小

字
名
「
滝
」
も
こ
こ
か
ら
取
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
所
に

は
江
戸
時
代
に
は
「
滝
の
渡
し
」
と

呼
ば
れ
た
渡
船
場
が
あ
り
、
多
く
の

旅
人
や
荷
物
が
通
過
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
こ
を
通
過
し
て
い
っ
た
旅
人

た
ち
も
、
も
し
か
す
る
と
滝
の
清
水

で
渇
い
た
喉
を
潤
し
て
い
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
当
時
の
荒
川
は
、
今

よ
り
も
水
量
が
多
く
、
江
戸
時
代
後

期
に
編
ま
れ
た
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

に
も
、『
川
幅
三
百
間
許ば
か
り、
南
北
と

も
断
岸
に
し
て
、
急
流
砂
利
の
間
を

屈
曲
す
、
勝
景
賞
す
べ
し
』
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

管理事務所脇に展示されている、
ローリングゲート（左）と巻上機エンジン（右）

全長約180ｍの六堰頭首工

市
内
永
田
地
区
の
東
南
、
荒
川

に
面
し
た
不
動
堂
の
す
ぐ
際
に
は
不ふ

動ど
う
の

滝た
き

と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
滝
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は

水
門
の
上
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
鉄

橋
が
移
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒川に注ぐ小さな滝・不動滝


